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治安維持法犠牲者
国家賠償要求同盟
；藤発行人田中幹夫

〒113-0034東京都
文京区湯島2－4－4
1駒と労働ｾﾝﾀｰ･全労連会館
電話03(5842)6461
FAXO3(5842)6462
E-nnil

chian@bzO3.plala.or.jp

頒価 50円

’
’ ’集会参加者に国賠署名を呼びかける京都府本部会員（京都円山音楽堂前）

国会請願を成功させ
全国絵を最高の嶺で迎えましょう
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１

０

０

‐

２
月
娼
日
中
央
本
部
会
長
増
本
一
彦

み
な
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
よ
っ
て
「
創
立
帥
周
年
記
念
同
盟
運
動
躍
進
年
間
」

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
２
月
１
日
現
勢
は
同
盟
印
年
の
歴
史
で
最
高
の

１
万
６
３
７
７
人
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
年
間
の
運
動
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、
自
主
目
標
達
成
８
県
を
は
じ
め
、

多
く
の
県
本
部
と
支
部
が
自
ら
決
め
た
目
標
を
や
り
抜
く
た
め
に
競
い
合
い

全
力
を
尽
く
し
て
奮
闘
し
た
こ
と
で
し
た
。

今
日
ま
で
に
皆
さ
ん
が
決
め
た
会
員
拡
大
の
自
主
目
標
は
、
１
万
９
１
２

９
人
で
す
。
６
月
４
，
５
日
開
催
の
第
調
回
全
国
大
会
ま
で
に
、
全
て
の
県

が
自
主
目
標
を
達
成
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

同
盟
の
先
達
た
ち
の
「
闘
い
と
抵
抗
の
歴
史
」
の
教
訓
の
一
つ
は
、
「
自

ら
決
め
た
こ
と
は
ど
ん
な
困
難
や
弾
圧
の
も
と
で
も
や
り
抜
く
」
こ
と
で
す
。

い
か
な
る
弾
圧
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
に
闘
い

抵
抗
し
た
人
た
ち
の
不
屈
の
歴
史
が
日
本
国
憲
法
の
い
し
ず
え
を
築
い
て
き

た
の
で
す
。
今
年
の
国
会
請
願
要
請
行
動
は
５
月
巧
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
の
運
動
の
前
進
の
な
か
で
、
衆
参
両
院
で

１
１
３
人
の
紹
介
議
員
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
近
年

で
は
最
高
で
す
が
、
国
会
議
員
の
２
割
に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
２
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）

主な 事記国
会
請
願
５
月
朽
日
（
水
）
開
会
ｎ
時

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
大
会
議
室

●
全
国
大
会
を
最
高
の
嶺
で
迎
え
ま
し
ょ
う
増
本
一
彦
会
長
の
訴
え
．
：
：
：
：
１

●
私
も
一
言
／
櫻
井
幸
子
（
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
会
長
）
・
・
…
…
・
；
…
…
３

●
顕
彰
碑
／
北
大
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
宮
澤
弘
幸
…
…
・
…
…
・
…
：
…
：
５

●
抵
抗
の
群
像
／
拷
問
に
屈
せ
ず
闘
っ
た
福
田
政
勝
：
．
：
・
・
…
…
：
６

●
同
盟
文
芸
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
…
．
：
．
…
・
…
…
：
：
…
…
…
．
：
：
、
７
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（
１
ぺ
ｌ
ジ
か
ら
の
つ
づ
き
）

請
願
署
名
数
も
、
治
安
維
持
法
の
厳
し
い
弾
圧
の
な
か
で

最
も
勇
敢
に
闘
い
抵
抗
し
た
歴
史
を
持
ち
、
３
年
後
に
は
結

党
１
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
共
産
党
の
党
員
と
支
持
者

の
方
々
の
何
分
の
一
し
か
獲
得
し
て
い
ま
せ
ん
。
共
同
し
て

い
る
野
党
全
体
の
得
票
数
か
ら
み
れ
ば
、
ま
だ
１
０
０
０
分

比
で
表
す
程
度
の
数
に
し
か
手
が
届
い
て
な
い
の
で
す
。
国

会
請
願
署
名
の
自
主
目
標
の
早
期
達
成
へ
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
の
闘
い
と
抵
抗
の
歴
史
は
、
日
本

国
憲
法
前
文
第
一
段
に
明
記
さ
れ
た
両
性
の
平
等
に
も
と
づ

く
国
民
主
権
と
戦
争
の
放
棄
、
基
本
的
人
権
尊
重
主
義
の
政

治
獲
得
の
歴
史
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
国
会
請
願
運
動

は
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
と
民
主
主
義
の
い
し
ず
え
を
築
い

た
先
達
た
ち
の
業
績
を
国
会
に
お
い
て
顕
彰
し
、
憲
法
の
平

和
と
民
主
主
義
を
不
動
の
も
の
と
す
る
最
も
根
源
的
な
憲
法

擁
護
運
動
で
す
。
私
た
ち
同
盟
が
憲
法
改
悪
の
重
大
な
危
機

に
直
面
し
て
い
る
現
在
の
情
勢
の
下
で
、
未
だ
根
源
的
な
護

憲
勢
力
に
相
応
し
い
数
万
の
組
織
的
力
量
を
持
ち
得
ず
、
国

会
請
願
運
動
を
大
衆
的
憲
法
擁
護
運
動
に
発
展
さ
せ
る
に
至
っ

て
い
な
い
こ
と
は
、
そ
の
負
う
べ
き
歴
史
的
責
任
か
ら
み
て

も
深
く
自
省
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
調
回
全
国
大
会
は
、
２
０
２
０
年
代
と
い
う
天
皇
制
軍

国
主
義
に
よ
る
侵
略
戦
争
と
反
動
・
暗
黒
政
治
に
反
対
し
闘

い
抵
抗
し
た
歴
史
か
ら
１
０
０
年
と
い
う
重
要
な
節
目
の
時

代
の
幕
開
け
に
開
か
れ
る
の
で
す
。
安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
、

「
市
民
と
野
党
の
共
同
」
に
よ
る
政
治
へ
の
転
換
の
国
民
的

運
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
の

闘
い
と
抵
抗
の
歴
史
の
教
訓
を
生
か
す
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
ｃ
２
０
２
２
年
に
は
天
皇
制
軍
国
主
義
と
い
う

「
国
体
」
を
両
性
の
平
等
に
も
と
づ
く
国
民
主
権
の
政
治
に

変
革
す
る
闘
い
が
始
ま
っ
た
１
９
２
２
年
か
ら
１
０
０
年
で

す
。
２
０
２
５
年
に
は
治
安
維
持
法
制
定
か
ら
１
０
０
年
に

も
な
り
ま
す
。
２
０
２
８
，
９
年
に
は
３
．
喝
、
４
．
焔
弾

圧
事
件
か
ら
も
１
０
０
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
歴
史
の
重
要
な
節
目
を
闘
う
活
動
方
針
を
決
め
る
の

が
、
第
調
回
全
国
大
会
で
す
。
２
０
２
０
年
代
に
は
、
国
会

請
願
要
求
実
現
の
運
動
に
決
着
を
つ
け
る
意
気
込
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

大
会
の
前
後
に
は
、
統
一
地
方
選
挙
と
参
議
院
選
挙
が
あ

り
ま
す
。
同
盟
の
多
く
の
活
動
家
に
は
選
挙
対
策
の
任
務
が

求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
求
め
ら
れ
た
任
務
を

誠
実
に
果
た
す
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
選
挙
の
後
に
続
く
闘

い
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
同
盟
が
提
起
し
て
い
る
諸
任
務

を
も
全
力
で
果
た
す
べ
き
で
す
。
選
挙
運
動
と
同
盟
の
諸
任

務
と
は
矛
盾
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
両
方
の
任
務
を
果

た
す
こ
と
こ
そ
が
「
情
勢
に
打
ち
勝
つ
同
盟
運
動
」
な
の
で

す
。

同
盟
の
根
源
的
な
憲
法
擁
護
運
動
の
任
務
を
果
た
す
「
地

力
」
を
つ
け
る
た
め
に
、
会
員
拡
大
と
請
願
署
名
の
自
主
目

標
を
、
期
限
を
決
め
て
全
国
大
会
の
開
催
日
で
あ
る
６
月
４
，

５
日
ま
で
に
達
成
す
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
、
３
月
末
は
同
盟
の
会
計
年
度
末
で
す
。
２
０
１

８
年
度
会
費
納
入
、
年
末
募
金
、
名
刺
広
告
代
金
、
出
版
物

代
金
の
納
付
な
ど
、
同
盟
運
動
を
支
え
る
財
政
活
動
に
も
力

を
入
れ
ま
し
ょ
声
恥
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
を
心
か
ら
訴
え
ま
す
。

以
上

歴
史
修
正
主
義
者
は
戦

そ
う
で
し
ょ
う
か
▼
１
９
２
０
年
の
国

際
連
盟
規
約
は
集
団
的
安
全
保
障
の
規

定
は
持
ち
な
が
ら
も
、
国
際
紛
争
の
平

和
的
解
決
、
軍
縮
、
相
互
の
独
立
・
領

土
保
全
を
約
し
て
い
い
ま
す
▼
魂
年
の

戦
争
の
放
棄
に
関
す
る
条
約
は
、
自
衛

戦
争
対
象
除
外
規
定
は
あ
り
ま
す
が
、

国
際
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
の
戦
争

禁
止
、
国
家
間
の
紛
争
は
平
和
的
手
段

の
み
で
解
決
、
戦
争
違
法
化
に
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
の
２
つ
の
条

約
に
調
印
▼
翠
年
の
中
国
に
関
す
る
九

か
国
条
約
は
、
中
国
の
独
立
と
行
政
的
、

領
土
的
保
全
を
約
束
し
て
お
り
、
日
本

は
こ
の
条
約
に
も
調
印
し
て
い
る
の
で

す
▼
い
ず
れ
も
第
一
次
世
界
大
戦
と
い

う
人
類
の
深
い
反
省
の
う
え
に
、
戦
争

違
法
化
を
す
す
め
て
い
る
の
で
す
。
少

な
く
と
も
昭
和
の
侵
略
戦
争
と
侭
儲
国

家
づ
く
り
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
▼
治
安
維
持
法
下
加
年
の
犠
牲

者
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
つ
く
り
出

さ
れ
た
も
の
で
寛
（
大
）
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猟

県
本
部
目
標
の
達
成
に
各
支
部
全
力
で
会
員
は
別
人
拡
大
、
死
亡
・
退
会
者

山
形
県
本
部
、
人
で
最
高
時
３
６
７
人
を
回
復
し
方

今
年
度
の
県
本
部
の
目
標
４
０
０
が
飛
躍
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
署

人
の
会
員
、
人
口
１
％
の
署
名
、
過
半
名
も
前
年
並
み
の
進
行
。
会
員
拡
大
・

数
自
治
体
で
の
請
願
採
択
に
全
力
で
取
署
名
と
も
に
一
部
の
支
部
役
員
の
奮
闘

り
組
ん
で
い
ま
す
。
に
よ
る
も
の
で
、
支
部
の
組
織
的
な
蓮

会
員
は
各
支
部
３
人
以
上
、
署
名
は
動
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
す

会
員
一
人
加
筆
以
上
、
請
願
は
あ
と
１
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
依
頼
し
て
き
方

自
治
体
で
達
成
で
き
ま
す
。
前
年
度
比
個
人
（
会
員
も
含
む
）
や
団
体
か
ら
の

溌
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
難

■
一
『
ご
痔
二
苧
。

・
』
』
■
・
凸
・
Ｐ
』
・
・
・
・
』
早
早
・
一
』
』
二
幸
・
・
・
・
己
年
・
・
ｒ
■
二
・
・
・
・
一
》
】
・
』
・
・
さ
”
・
寺
・
『
面
｝
・
写
』

■
・
・
・
岸
匡
』
■
』
■
昏
・
一
一
二
巳
・
』
一
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三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
涯
涯
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
筐
三
三
三
程
一
筐
三
一
三
二
三
一
壱
一
匡
三
匡
三
三
一
匡
二
筐
三
壱
綴

「
か
。
』
し
幸
Ｊ
、
ノ
屡
鱈
垣
『
１
Ｊ
ル
ー
《
手
当
、
ノ

理
論
批
判
に
集
中
表
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

騨
鱸
襲
鮮
平
和
を
手
離
さ
な
い
た
た
か
い
を
鮎
黙
篭
の
も
と

さ
せ
る
手
段
と
し
た
一
・

櫻
井
幸
子
で
す
か
ら
、
国
賠
同

し
主
・

櫻
井
幸
子
で
す
か
ら
、
国
賠
同

私
二
一
口

鐡
一澗圏

戦
後
の
盟
の
方
々
が
戦
争
へ
の

著
書
の
中
で
宮
本
百
合
子
は
こ
う
述
べ
て
一
里
塚
、
治
安
維
持
法
の
危
険
な
姿
を
知
ら
せ
、
警
告
を

「
将
来
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
」
「
１
発
し
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
心
か
ら
の
敬

９
３
０
年
代
の
素
朴
な
誤
り
に
陥
っ
て
は
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
平
和
を
手
離
さ
な
い
た
た

な
ら
な
い
」
と
強
く
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
か
い
を
と
も
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

夫
顕
治
氏
と
と
も
に
「
残
虐
非
道
な
治
安
（
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
会
長
）

子
●
．
．
‐
ロ
ロ
軍
・
和
ロ
ロ
●
莵
口
．
ｒ
ｐ
ｂ
ｐ
・
●
ロ
０
●
．
ａ
ロ
ロ
辞
叱
咀
口
弔
．
ｑ
口
鈩
●
出
訴
・
鄙
．
噌
，
●
●
●
先
ロ
ロ
ニ
帽
．
。
●
ｒ
●
．
・
ロ
●
．
。
●
●
．
‐
ｒ
●
，
．
ｐ
●
０
．
．
口
・
●
●
ロ
．
。
．
騨
●
ロ
ロ
ー
・
詐
口
．
。
●
●
．
咽
●
弔
歩
理
．
０
●
酔
〆
皇
浄
か
・
か
、
ロ

頑
瀧
鵬
漁
竪
懲
猫
蕊
蕊
奮
愚
椛
躯
撫
圃
錨
謹
懲
》
徹
底
し
た
署
名
回
収
、
ま
た
加
入
を
勧
後
退
か
ら
前
進
へ

儲
嫉
嬢
溌
剃
溌
蝿
蝋
蕊
識
蕊
蕊
獺
蕊
難
溺
蕊
》
め
て
き
た
方
々
へ
の
再
度
の
勧
誘
な
ど

岐
阜
県
本
部

筌
力
で
会
員
は
別
人
拡
大
、
死
亡
・
退
会
者
に
よ
っ
て
目
標
達
成
は
可
能
で
す
。
岐
阜
の
会
員
は
、
一
時
期
５
５
５
人

禾
部
、
人
で
最
高
時
３
６
７
人
を
回
復
し
た
自
治
体
請
願
も
２
つ
の
自
治
体
で
３
超
で
し
た
が
、
高
齢
化
に
伴
う
病
気
等

－
０
０
が
飛
躍
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
署
月
議
会
に
挑
戦
で
す
。
高
齢
化
と
役
員
で
減
少
し
、
現
在
は
４
４
４
人
で
す
。

過
半
名
も
前
年
並
み
の
進
行
。
会
員
拡
大
．
体
制
の
弱
体
の
克
服
は
緊
急
の
課
題
で
、
年
間
目
標
を
超
過
達
成
し
て
い
た

毛
取
署
名
と
も
に
一
部
の
支
部
役
員
の
奮
闘
す
。
国
会
請
願
と
全
国
大
会
の
成
功
に
東
濃
西
支
部
で
は
、
会
員
が
減
少
、
国

に
よ
る
も
の
で
、
支
部
の
組
織
的
な
運
向
け
て
、
本
部
・
支
部
共
に
「
決
め
た
賠
署
名
の
目
標
達
成
は
困
難
に
な
っ
て

娼
は
動
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
す
。
目
標
」
の
達
成
に
責
任
を
も
っ
て
諦
め
い
ま
す
。
ま
た
国
賠
署
名
人
口
１
％
目

を
１
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
依
頼
し
て
き
た
ず
に
最
後
ま
で
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。
標
を
追
及
し
て
き
た
東
濃
支
部
の
事
務

‐
度
比
個
人
（
会
員
も
含
む
）
や
団
体
か
ら
の
（
県
本
迅
事
務
局
長
・
瀬
野
幸
男
）
局
長
は
病
で
休
養
中
。
こ
う
い
う
困
難

一
三
雲
篝
雲
言
潅
壜
罎
霊
言
毫
壼
苣
潅
重
版
趨
舞
群
蕊
霊

中
に
治
安
維
持
法
の
極
端
悪
法
を
嫌
悪
し
て
い
た
か
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
川
西
濃
支
部
に
県
女
性
部
の
皆
さ
ん
の

な
殺
人
的
操
法
を
あ
ら
わ
宮
本
百
合
子
は
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
の
創
始
者
の
一
人
で
川
奮
闘
で
、
３
年
前
に
女
性
部
を
結
成
。

に
据
え
」
「
そ
の
恐
怖
心
会
の
牽
引
車
で
し
た
。
１
９
４
６
年
３
月
に
創
立
し
た
会
川
支
部
長
も
交
代
し
新
し
い
歩
み
が
進
ん

を
、
所
謂
指
導
者
や
そ
の
は
、
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
女
性
た
ち
の
戦
争
を
繰
川
で
い
ま
攻
郡
上
八
幡
へ
の
バ
ス
旅
行
、

Ⅲ

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
川
会
員
も
３
人
拡
大
、
「
日
本
共
産
党
を

●
和
を
手
離
さ
な
い
た
た
か
い
を
鮎
黙
篭
の
も
と
綱
応
援
す
る
国
賠
同
盟
西
濃
女
性
部
有
志

Ⅲ川
の
会
」
は
「
西
濃
は
一
つ
み
ん
な
の

櫻
井
幸
子
で
す
か
ら
、
国
賠
同
川
力
で
県
・
市
・
町
の
各
議
会
へ
」
と
呼

盟
の
方
々
が
戦
争
へ
の
川
び
か
け
交
流
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

］
本
百
合
子
は
こ
う
述
べ
て
一
里
塚
、
治
安
維
持
法
の
危
険
な
姿
を
知
ら
せ
、
警
告
を
川
恵
那
支
部
の
加
藤
さ
ん
は
１
５
０
０

》
こ
と
が
あ
っ
て
も
」
「
１
発
し
続
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
心
か
ら
の
敬
川
筆
国
賠
署
名
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

素
朴
な
誤
り
に
陥
っ
て
は
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
平
和
を
手
離
さ
な
い
た
た
州
今
年
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
担
当
県
。

）
強
く
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
か
い
を
と
も
に
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

川
そ
の
成
功
と
「
伊
藤
千
代
子
」
の
映
画

｝
も
に
「
残
虐
非
道
な
治
安
（
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
会
長
）
州
化
に
合
わ
せ
て
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
積

・
・
・
室
戸
一
一
』
』
・
』
一
』
』
画
・
・
・
・
・
』
Ｂ
一
幸
Ｐ
ウ
画
凸
一
・
二
口
■
色
申
・
・
凸
・
■

（
４
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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’ （
３
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

極
的
働
き
か
け
を
事
務
局
で
は
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。（

事
務
局
長
赤
星
守
雄
）

署
名
３
万
筆
・
全
国
大
会
ま
で

に
１
３
０
０
人
達
成
め
ざ
す

東
京
都
本
部

東
京
都
本
部
は
、
都
如
周
年
・
中
央

別
周
年
め
ざ
し
て
同
盟
の
躍
進
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
Ⅳ
年
、
把
年
の
２
年
間

で
２
３
１
人
増
勢
し
、
念
願
の
１
０
０

０
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
の
教
訓
に

学
び
、
６
月
大
会
ま
で
に
１
３
０
０
人

の
目
標
達
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
新
た
に
５
支
部
建
設
と

５
支
部
の
再
建
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の

間
の
教
訓
は
、
会
員
拡
大
数
の
約
帥
％

は
「
種
ま
く
人
び
と
」
な
ど
の
上
映
や

顕
彰
・
講
演
会
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
訓
か
ら
、
各
支
部
で
２
回
以
上

の
「
種
ま
く
人
び
と
」
な
ど
の
上
映
運

動
と
月
１
回
の
行
動
日
を
決
め
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
０

０
人
の
支
部
を
５
支
部
に
、
各
支
部
別

人
以
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

国
会
請
願
活
動
は
、
昨
年
の
教
訓
か

ら
、
早
く
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
９

月
か
ら
取
り
組
み
昨
年
ｍ
月
到
達
は
、

９
支
部
で
１
０
３
団
体
３
６
５
支
部
・

分
会
の
協
力
で
し
た
。
さ
ら
に
都
本
部

は
、
懇
談
ｍ
団
体
。
知
団
体
訪
問
、
４

０
０
支
部
・
分
会
支
部
協
力
要
請
。
合

計
団
体
１
４
０
団
体
７
６
０
支
部
・
分

会
合
わ
せ
９
０
０
団
体
。
（
内
、
共
産

党
支
部
５
支
部
で
２
２
５
党
支
部
に
）
・

請
願
署
名
の
現
在
到
達
個
人
１
０
７
２

６
筆
、
団
体
１
３
６
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
よ
り
支
部
独
自
の
団
体
訪
問
が

広
が
り
、
成
果
も
土
建
な
ど
労
働
組
合

の
協
力
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
１
月
か

ら
再
度
団
体
訪
問
で
要
請
を
は
じ
め
、

あ
ら
た
め
て
会
員
加
筆
の
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

（
事
務
局
長
中
嶋
育
雄
）

全
国
大
会
ま
で
に
、
自
主
目
標
５
５

０
人
達
成
へ
長
野
県
本
部

２
月
型
日
、
長
野
県
本
部
が
、
県
教

組
、
高
教
組
、
私
教
連
と
共
に
毎
年
開

催
し
て
き
た
「
２
．
４
事
件
記
今
鰐
蚕
雪

が
、
１
０
０
人
余
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、

こ
の
取
り
組
み
の
中
で
開
催
現
地
で
奮

闘
い
た
だ
い
た
一
人
が
入
会
さ
れ
、
２

月
末
も
増
勢
で
迎
え
る
め
ど
が
つ
き
ま

し
た
。県

同
盟
は
、
昨
年
７
月
開
い
た
第
鈴

回
定
期
総
会
を
「
漸
減
傾
向
」
で
迎
え

た
こ
と
を
重
視
、
高
齢
会
員
が
多
数
と

い
う
な
か
で
、
ご
逝
去
等
で
退
会
者
が

あ
る
の
は
や
む
を
え
な
い
と
し
て
も
、

遺
族
や
関
係
者
に
先
人
の
努
力
を
受
け

継
い
で
い
た
だ
く
こ
と
を
大
事
に
す
る
。

ま
た
、
．
人
一
人
の
同
盟
員
の
顔
が

見
え
る
支
部
・
班
づ
く
り
」
を
め
ざ
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。
毎
月
退
会
者
を
上

回
る
入
会
者
を
と
努
力
し
、
増
勢
で
経

過
５
０
０
人
に
あ
と
一
歩
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。

２
月
の
役
員
会
で
は
、
３
月
の
期
末

ま
で
に
最
高
時
現
勢
５
１
１
人
を
、
６

月
全
国
総
会
ま
で
に
は
５
５
０
人
の
自

主
目
標
を
達
成
し
て
、
３
人
の
代
議
員

が
胸
張
っ
て
参
加
し
よ
う
と
努
力
中
で

す
。

（
事
務
局
長
竹
村
利
幸
）

女
性
交
流
集
会
初
参
加
者
が

署
名
別
筆
、
会
員
７
人
を
拡
大

広
島
・
女
性
部
員

広
島
県
女
性
部
総
会
が
２
月
閉
日
広

島
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
狸
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
そ
の
発
言
か
ら
。

〈
初
め
て
全
国
女
性
集
会
に
参
加
し
た

佐
藤
裕
子
さ
ん
の
発
言
要
旨
〉

こ
の
１
～
２
月
に
会
員
７
人
を
拡
大

し
ま
し
た
。
署
名
は
別
筆
を
こ
え
て
い

気
軽
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
集
会
の
内

容
は
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
ば

か
り
で
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

今
日
「
燃
や
し
つ
づ
け
た
炎
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
多
喜
二
の
写
真
に
は
、

涙
が
で
て
き
ま
し
た
。

全
国
女
性
集
会
か
ら
広
島
に
帰
り
、

こ
の
１
～
２
月
に
他
分
野
の
活
動
な
ど

で
結
び
つ
い
た
方
に
会
員
の
拡
大
と
署

名
に
が
ん
ば
っ
て
み
ま
し
た
。

今
、
広
島
市
安
佐
北
区
で
議
席
を
と

り
た
い
と
毎
日
事
務
所
に
お
手
伝
い
に

い
っ
て
い
ま
す
が
、
選
挙
で
勝
つ
こ
と

と
国
賠
同
盟
の
躍
進
の
た
め
に
力
を
つ

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
女
性
部
の
世
話
人
へ
の
推
薦
が
あ

り
ま
し
た
が
、
勉
強
か
た
が
た
で
よ
け

れ
ば
お
引
き
受
け
し
ま
す
。

『

ま
す
。
県
女

性
部
長
の
お

誘
い
で
入
会

し
、
全
国
女

性
集
会
に
初

め
て
参
加
し

ま
し
た
。

「
熱
海
の
温

泉
に
行
っ
て

み
る
か
」
と

か
、
集
会
の
内

－4－



1989年5月8日第三種郵便物認可 2019年3月15日不屈 (毎月15日発行) No.537

鋤
儒
ス
パ
イ
冤
罪
奉

顕
川

に１
９
４
１
年
廻
月
８
日
、
内
務
省
は

特
高
を
総
動
員
し
て
「
開
戦
時
に
お
け

る
外
諜
容
疑
者
一
斉
検
挙
の
名
の
も

と
、
全
国
で
か
ね
て
内
偵
の
対
象
者
を

検
挙
し
た
。
そ
の
中
に
北
海
道
帝
国
大

学
工
学
部
学
生
・
宮
澤
弘
幸
と
同
大
予

科
英
語
講
師
・
ハ
ロ
ル
ド
・
レ
ー
ン
、

同
ポ
ー
リ
ン
・
レ
ー
ン
夫
妻
が
い
た
。

宮
澤
弘
幸
と
レ
ー
ン
夫
妻
は
一
審
か

ら
大
審
院
を
通
し
て
「
ス
パ
イ
」
容
疑

を
否
定
し
続
け
た
が
、
宮
澤
と
ハ
ロ
ル

ド
は
懲
役
焔
年
、
ポ
ー
リ
ン
は
同
吃
年

が
確
定
し
、
宮
澤
は
網
走
刑
務
所
に
収

監
さ
れ
、
レ
ー
ン
夫
妻
は
収
監
後
、
ア

メ
リ
カ
へ
送
還
さ
れ
た
。

北
海
道
帝
国
大
学
は
冤
罪
に
陥
れ
ら

れ
た
宮
澤
と
レ
ー
ン
夫
妻
に
対
し
て
抵

抗
す
る
こ
と
も
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

ス
パ
イ
冤
罪
事
件
に
陥
れ
ら
れ
た

宮
澤
弘
幸

’

る
こ
と
も
一
切
し
な
か
っ
た
。
戦
後
、

レ
ー
ン
夫
妻
を
英
語
教
師
と
し
て
ア
メ

リ
カ
か
ら
再
び
招
い
た
が
、
宮
澤
の
名

誉
回
復
は
無
視
を
続
け
た
。

２
０
１
４
年
、
秘
密
保
護
法
反
対
と

結
び
付
け
て
北
大
の
責
任
を
追
及
す
る

運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、
北
大
は
よ
う

や
く
冤
罪
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
風

化
さ
せ
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
。

２
月
塑
日
の
宮
澤
弘
幸
命
日
に
は
、

北
大
Ｏ
Ｂ
ら
が
東
京
新
宿
・
常
圓
寺
で

毎
年
、
顕
彰
・
追
悼
墓
参
を
継
続
し
て

い
る
。
（
福
島
清
）

略
歴

１
９
１
９
年
東
京
府
代
々
幡
町

代
々
木
初
台
で
生
ま
れ
る
。

１
９
４
０
年
北
海
道
帝
大
工
学

部
電
気
工
学
科
入
学
。

１
９
４
２
年
廻
月
猫
日
軍
機
保

護
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
晦
年
の
刑
。

１
９
４
５
年
加
月
加
日
釈
放
。

１
９
４
７
年
２
月
躯
日
服
役
中

の
病
で
死
去
。

野
呂
栄
太
郎
「
獄
死
」
顕
周
年
の
碑

前
祭
、
横
路
孝
弘
元
衆
院
議
長
が
講
演

戦
前
の
日
本
共
産
党
の
指
導
者
で
、

反
戦
・
社
会
変
革
を
志
し
た
多
く
の
学

者
と
共
同
で
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史

講
座
』
を
編
纂
し
た
理
論
家
の
野
呂
栄

太
郎
「
獄
死
」
錨
周
年
の
碑
前
祭
と
記

念
講
演
会
が
２
月
過
日
、
北
海
道
長
沼

町
で
開
か
れ
、
和
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

野
呂
の
甥
に
あ
た
る
横
路
孝
弘
元
衆

院
議
長
が
「
現
代
と
野
呂
栄
太
郎
の
時

代
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

「
野
呂
の
骨
箱
は
針
金
で
ぐ
る
ぐ
る

に
ま
か
れ
て
い
て
、
所
持
金
か
ら
火
葬

代
も
勝
手
に
ひ
か
れ
て
い
た
。
権
力
は

な
ん
と
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
の
か
と
皆

怒
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
野
呂
の
妹
で

あ
る
母
は
『
世
の
中
に
は
正
し
い
こ
と

を
し
て
も
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
』

と
教
え
て
く
れ
た
」
と
語
り
、
「
戦
後

／
、
「
戦
後

|…"気鱸學講潔望臆総鍵

脚
年
、
日

本
は
現
憲

法
の
下
で

戦
争
は
し

な
か
っ
た

が
、
そ
の

前
の
明
治

元
年
以
降

の
柘
年
に

は
日
本
は
、

日
清
、
日
露
、
太
平
洋
戦
争
を
除
い
て

も
沁
回
も
『
出
兵
』
を
し
て
き
た
。
共

謀
罪
、
秘
密
保
護
法
、
安
保
法
制
強
行

の
安
倍
政
権
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に

引
き
戻
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
力
説
し
、

斉
藤
良
彦
・
長
沼
副
町
長
も
挨
拶
し
ま

し
た
。

（
北
海
道
本
部
会
長
宮
田
汎
）

愛
知
で
第
一
回
易
喜
二
祭
」
開
催

２
月
Ⅳ
日
、
名
古
屋
市
・
労
働
会
館

ホ
ー
ル
で
『
小
林
多
喜
二
の
思
想
と
文

学
』
の
著
者
、
尾
西
康
充
三
重
大
学
教

授
を
お
招
き
し
て
、
愛
知
で
の
第
一
回

多
喜
二
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
に
は
、
愛
知
文
化
団
体

連
絡
会
議
、
日
本
民
主
主
義
文
学
会
名

古
屋
支
部
、
国
賠
同
盟
県
本
部
、
民
青

同
盟
県
委
員
会
な
ど
が
参
加
。
ホ
ー
ル

満
杯
の
１
７
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で

し
た
。

感
想
文
に
は
、
多
喜
二
の
母
せ
き
さ

ん
の
叫
び
「
そ
れ
、
も
う
一
度
立
た
れ

か
。
み
ん
な
の
た
め
、
も
う
一
度
立
た

れ
か
」
を
引
用
し
て
、
多
喜
二
の
思
い

を
つ
な
ぐ
決
意
や
「
戦
後
に
生
き
た
我
々

は
、
死
ぬ
ま
で
頑
張
ら
な
く
て
は
」
な

ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
愛
知
県
本
部
事
務
局
長
若
山
晴
史
）

－5－
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…福田
政
勝
は
、
１
９
０
６
年
３
月
型

日
、
群
馬
県
群
馬
郡
金
古
町
足
門
（
現

高
崎
市
）
の
農
家
の
６
人
兄
弟
の
末
っ

子
に
生
ま
れ
た
。
隣
家
に
は
、
後
に
首

相
と
な
っ
た
従
兄
弟
で
同
い
年
の
福
田

越
菟
が
い
た
。
と
も
に
高
崎
中
学
（
現

高
崎
高
校
）
に
進
む
が
、
政
勝
は
４
年

で
中
退
し
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
で
か
ら
、

朝
鮮
・
中
国
東
北
部
で
放
浪
し
、
炭
鉱

労
働
者
な
ど
を
経
て
、
９
年
後
の
鉦
年

春
に
帰
郷
し
た
。
時
に
妬
歳
で
あ
っ
た
。

す
ぐ
に
農
民
運
動
に
足
を
踏
み
出
し
、

全
国
農
民
組
合
室
農
）
の
左
派
で
あ
っ

た
全
農
全
国
会
議
派
の
堤
源
寿
と
一
緒

に
全
農
西
毛
地
区
協
議
会
、
全
農
県
連

青
年
部
を
基
盤
に
活
動
し
た
。
翌
犯
年

４
月
に
は
県
常
任
書
記
に
選
出
さ
れ
、

８
月
に
は
全
国
常
任
書
記
と
な
っ
た
。

須
永
好
の
指
導
し
た
強
戸
村
が
裁
判

闘
争
を
含
む
穏
健
な
小
作
争
議
を
展
開

し
た
の
に
対
し
て
、
小
作
人
・
貧
農
の

団
結
で
地
主
を
追
い
詰
め
る
激
し
い
閾

ス
ネ
骨
曲
が
る
拷
問
に

屈
せ
ず
闘
っ
た
糠
畦
疎
臘

争
を
展
開
し
、
一
気
に
勢
力
を
拡
大
し

た
。
福
田
は
、
大
男
の
上
に
「
強
欲
な

地
主
や
高
利
貸
し
に
対
す
る
時
に
は
、

狼
の
よ
う
な
形
相
で
怒
鳴
り
散
ら
す
」

「
爆
弾
の
さ
く
裂
す
る
が
ご
と
く
に
相

手
を
恐
怖
さ
せ
た
」
と
盟
友
の
一
人
で

あ
る
富
沢
実
が
書
き
残
し
て
い
る
。

釧
年
９
月
６
日
の
会
議
中
に
伊
勢
崎

か
ら
「
多
喜
二
を
救
え
」
の
電
話
が
入

り
、
急
き
ょ
伊
勢
崎
警
察
署
仮
庁
舎
に

駆
け
つ
け
、
そ
の
ま
ま
「
多
喜
二
奪
還

事
件
」
に
加
わ
っ
た
。
福
田
は
、
伊
勢

崎
の
斉
藤
力
宅
に
泊
ま
り
、
関
係
者
の

東
京
送
還
を
一
緒
に
見
守
っ
た
と
堤
が

書
き
残
し
て
い
る
。

そ
の
直
前
の
７
月
頃
京
都
か
ら
組
合

の
オ
ル
グ
と
し
て
帰
っ
て
き
た
泉
吉
次

が
桐
生
に
入
り
、
鎚
年
２
月
の
桐
生
の

弾
圧
を
逃
れ
、
西
毛
に
戻
り
、
堤
・
福

田
と
合
流
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
の
犯
年
３
月
に
、
４
．

焔
事
件
で
弾
圧
さ
れ
た
岩
崎
亀
一
郎
が

’

刑
期
を
終
え
て
出
獄
す
る
の
を
歓
迎
す

る
デ
モ
を
福
田
が
計
画
し
た
。
前
橋
刑

務
所
か
ら
、
中
塁
別
橋
駅
ま
で
の
約
１
．

５
キ
ロ
の
道
の
り
を
三
々
五
々
参
加
者

が
増
え
る
よ
う
に
し
て
、
最
後
は
約
１

０
０
人
の
デ
モ
を
敢
行
し
「
帝
国
主
義

戦
争
反
対
！
」
な
ど
を
叫
ん
で
散
会
し
、

特
高
の
監
視
を
は
ね
の
け
た
。

ま
た
、
５
月
１
日
の
メ
ー
デ
ー
に
際

し
て
は
、
「
共
同
耕
作
を
通
じ
て
メ
ー

デ
ー
を
た
た
か
え
」
の
方
針
の
も
と
、

係
争
中
の
畑
に
１
５
０
人
の
組
合
員
を

結
集
さ
せ
、
雑
草
を
抜
か
せ
、
取
り
囲

む
警
官
隊
と
対
時
し
た
。
一
団
は
群
馬

県
庁
裏
の
前
橋
公
園
で
行
わ
れ
て
い
た

第
廻
回
メ
ー
デ
ー
会
場
に
合
流
し
た
。

警
官
隊
は
、
カ
ボ
チ
ャ
大
の
石
を
準
備

し
て
民
衆
に
襲
い
か
か
り
、
頭
を
叩
か

れ
、
怪
我
を
負
う
者
が
続
出
し
、
多
く

が
検
束
さ
れ
た
。
こ
の
メ
ー
デ
ー
が
群

馬
に
お
け
る
戦
前
最
後
と
な
っ
た
。

躯
年
５
月
頃
に
党
オ
ル
グ
山
口
の
指

導
の
下
、
福
田
・
堤
は
日
本
共
産
党
に

入
党
し
、
桐
生
で
入
党
し
て
い
た
泉
と

と
も
に
日
本
共
産
党
群
馬
県
委
員
会
を

再
建
し
た
。
さ
ら
に
、
党
オ
ル
グ
の
信

多
ま
ち
を
迎
え
る
と
、
運
動
が
全
県
に

広
が
っ
た
。
特
高
の
作
成
し
た
組
織
表

に
は
、
全
農
・
モ
ッ
プ
ル
の
組
織
の
ほ

か
に
、
前
橋
・
高
崎
・
桐
生
の
市
委
員

会
を
軸
に
焔
の
工
場
と
、
の
町
村
に
組

織
が
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
福
田
は
高
崎

の
無
産
者
診
療
所
開
設
に
協
力
し
た
。

県
下
に
３
万
人
い
た
と
い
う
貧
困
状

態
の
炭
焼
き
農
民
の
木
炭
検
査
規
則
の

撤
廃
運
動
を
工
作
隊
を
組
織
し
て
広
げ
、

犯
年
９
月
鍋
日
に
は
数
千
人
の
炭
焼
き

農
民
で
県
庁
包
囲
を
呼
び
掛
け
て
い
た
。

そ
の
前
日
の
９
月
躯
日
、
戦
前
群
馬
最

大
の
大
弾
圧
が
加
え
ら
れ
、
福
田
は
東

京
に
逃
げ
た
が
、
群
馬
に
戻
っ
た
と
こ

ろ
を
検
挙
さ
れ
て
、
ス
ネ
の
骨
が
曲
が

る
ほ
ど
の
激
し
い
拷
問
を
受
け
た
。
そ

の
結
果
肺
結
核
が
さ
ら
に
重
く
な
り
、

日
赤
に
入
院
し
た
が
、
回
復
せ
ず
記
年

加
月
羽
日
家
の
離
れ
で
死
ん
だ
。
享
年

諏
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

田
年
墓
碑
が
完
成
し
た
際
に
は
、
剋

夫
か
ら
も
電
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
昨

年
の
墓
前
祭
の
際
に
、
政
勝
の
戒
名

『
真
紅
院
想
脱
道
覚
居
士
」
が
福
田
家

の
過
去
帳
か
ら
発
見
さ
れ
、
住
谷
輝
彦

群
馬
県
本
部
副
会
長
（
当
時
）
が
報
告

を
行
っ
た
。

（
群
馬
県
本
部
事
務
局
長
、
長
谷
川
直
之
）’
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同
盟
文
芸

短
歌
碓
田
の
ぼ
る
選

夜
間
中
学
に
文
学
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
を
映
画
生
き
生
き
と
し

て
「
こ
ん
ば
ん
は
Ⅱ
」

東
京
都
杵
渕
智
子

腰
痛
の
妻
に
代
り
て
家
事
仕
事
苦
労
が
し
み
る
大
寒
の
日
々

福
井
県
元
山
章
一
郎

花
好
き
の
君
の
気
持
を
知
る
ご
と
く
玄
関
前
の
水
仙
咲
け
り

静
岡
県
江
川
佐
一

「
徴
用
工
」
解
決
済
み
と
言
う
け
れ
ど
植
民
地
化
の
罪
に
時

効
は
あ
ら
ず
大
分
県
渡
辺
幹
生

沖
縄
の
「
県
民
投
票
」
の
結
果
待
つ
未
来
を
ひ
ら
く
こ
と
Ｌ

成
る
べ
し
岩
手
県
小
杉
正
夫

福
豆
に
英
気
養
い
満
を
持
す
二
大
選
挙
へ
八
十
路
の
始
動

鳥
取
県
大
久
保
槽
吉

漸
く
に
市
民
と
野
党
の
集
ま
り
の
開
か
れ
る
と
い
う
近
く
の

町
で
岐
阜
県
和
田
昌
三

日
の
丸
を
振
ら
れ
て
兄
は
出
征
す
遺
骨
帰
ら
ず
な
じ
ま
ぬ
わ

れ
は
兵
庫
県
岸
本
守

か
っ
て
な
き
論
弁
・
偽
造
の
政
権
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
見
抜

き
息
の
根
止
め
ん
岐
阜
県
田
中
良

手
と
足
を
吊
し
合
い
基
地
反
対
者
を
逮
捕
せ
し
警
察
機
動
隊

岬
聞
に
は
あ
ら
ず
大
阪
府
丸
尾
こ
と
よ

く
選
の
あ
と
に
〉
本
稿
執
筆
時
点
、
沖
縄
の
県
民
投
票
の
圧

倒
的
勝
利
の
報
が
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
明
白
な
県
民
の

意
思
さ
え
無
視
し
よ
う
と
す
る
安
倍
政
治
は
、
ま
す
ま
す
墓

穴
を
掘
る
ば
か
り
で
す
。
団
結
し
た
力
が
未
来
を
ひ
ら
い
て

い
き
ま
す
。

俳
句
望
月
た
け
し
選

二
月
来
る
兜
太
に
告
げ
る
日
の
確
か埼

玉
県
小
池
荘
八

兜
太
言
う
「
私
が
俳
句
」
秩
父
春

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

早
春
や
除
染
の
里
に
暮
ら
し
の
灯

三
重
県
橋
本
し
げ
る

お
の
れ
だ
け
善
が
る
政
権
狐
火
や

岩
手
県
畠
山
文
裕

春
よ
来
い
灯
油
の
憂
い
去
っ
て
く
れ鳥

取
県
大
久
保
槽
舌

〈
評
〉
一
句
目
は
「
九
条
俳
句
」
勝
利
。
二
句
目
は
雑
誌

『
兜
太
』
の
発
刊
と
い
う
前
書
き
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
反

戦
平
和
を
貫
い
た
金
子
兜
太
の
志
を
引
き
継
ぎ
、
一
斉
地
方

選
、
参
院
選
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
世
直
し
の
た
た
か
い
の
中

か
ら
良
い
作
品
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

川
柳
鈴
木
い
さ
お
選

世
界
の
祈
り
核
禁
批
准
今
年
こ
そ

大
阪
府
堺
谷
九
条
男

〈
評
〉
唯
一
の
被
爆
国
だ
か
ら
こ
そ
の
切
な
る
願
い
、
早
期

実
現
を
。

如
月
に
梅
の
香
か
お
り
多
喜
二
祭

大
阪
府
佐
々
木
雅
博

ト
ラ
ン
プ
に
お
か
し
い
で
す
よ
平
和
賞

東
京
都
中
村
茂
樹

隠
し
ま
し
ょ
誤
魔
化
し
ま
し
ょ
う
安
倍
の
ミ
ス

東
京
都
阿
部
俊
雄

引
き
返
せ
ジ
ュ
ゴ
ン
と
民
意
タ
ッ
グ
組
む

大
阪
府
塩
田
鮎
子

創
立
別
周
年
記
念
会
員
拡
大

５
人
以
上
の
顕
彰
者
（
２
月
弱
日
現

在
）
第
岨
次
発
表
・
６
人
（
累
計
１

３
６
人
）

【
東
京
】
２
人
（
累
計
焔
人
）

矢
沢
重
光
・
中
村
茂
樹

【
埼
玉
】
２
人
（
累
計
５
人
）

浅
子
蕪
衣
・
大
野
辰
男

【
愛
知
】
１
人
（
累
計
８
人
）

田
中
久
幸

【
岡
山
】
１
人
（
累
計
４
人
）

前
川
守

な
お
、
ｍ
人
以
上
の
拡
大
者
は
現

在
弱
人
で
す
。
引
き
続
き
５
人
拡
大

と
合
わ
せ
「
顕
彰
制
度
」
を
６
月
の

全
国
大
会
ま
で
継
続
し
ま
す
。
基
点

は
前
大
会
（
２
０
１
７
年
６
月
）
以

降
で
す
。

〈
寄
贈
本
紹
介
〉

『
立
憲
政
体
改
革
の
急
務
』
島
田
邦

二
郎
史
料
集
成
淡
路
島
の
「
自
由

民
権
」
と
憲
法
構
想
（
編
集
・
発
行

大
阪
民
衆
史
研
究
会
）
定
価
２
０

０
０
円
（
税
別
）

【
計
報
】

太
田
ま
さ
さ
ん
死
去
屈
歳
）

２
月
旧
日
死
去
。
三
重
県
本
部
。

昭
和
９
年
ｎ
月
四
日
、
治
安
維
持

法
で
逮
捕
投
獄
、
執
行
猶
予
。

共
青
加
入
、
全
協
一
般
組
合
員
。
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